
STROKE LAB
-卒業生とのつながり-

１. 無料で特別講義に参加できる

２. 成長しあえる仲間と繋がれる

３. 臨床に役立つ情報を受けとれる

STROKE LABのLINEグループに招待され、連絡が受け取れます

登録はこちらから！



脳科学とハンドリングの結びつき
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本日の流れ

脳科学の基礎知識

3 動画解説

ハンドリングと神経系



脳科学×ハンドリングの
必要性を理解する

脳科学の視点から
感覚入力に着目する

本日の到達目標



STROKE LAB

なぜハンドリングに
脳科学の理解が必要なのか？



なぜハンドリングに脳科学の理解が必要なのか

①「脳」からの伝達により「動き」が変化するから

片麻痺の方の動きは「結果」であり，その背景には脳の障害部位に

よる影響がある．

②ハンドリングは感覚を伝え，「脳」の可塑性を促す一つの手段だから

セラピストの手を通じた刺激が，

「どのように脳のネットワークを変化させるのか」

を知ることが，より効果的なリハビリに関係する．



脳を相互作用の視点で捉える

【感覚】

末梢受容器

感覚神経

【知覚化】

体性感覚野

視覚野

聴覚野

前庭感覚野

【解釈】

頭頂葉

後頭葉

側頭葉

【概念化】

前頭前野

高次連合野

【戦略/企画】

補足運動野

大脳基底核

小脳

【起動】

1次運動野

大脳基底核

小脳

【実行】

脊髄

運動神経

筋/関節

知 覚 認 知 活 動



神経可塑性を促す10の原則

Kleim JA, Jones TA. Principles of experience-dependent neural plasticity: implications for rehabilitation after brain damage. J Speech Lang Hear Res. 
2008 Feb;51(1):S225-39. doi: 10.1044/1092-4388(2008/018). PMID: 18230848

10の原則 内容

1．使うか失うか 特定の機能を使用しないと，その機能に関与する神経回路が弱まり，消失する

2．使って改善する 繰り返し使用することで，その神経回路は強化される

3．特異性 可塑性の変化は，特定の活動の性質に依存する

4．反復 神経回路を再編成するには，十分な回数の練習が必要

5．トレーニング強度 神経可塑性を引き起こすには，適切な強度の刺激が必要

6．時間 リハビリの開始時期と可塑性の発現には関係がある

7．意味のある刺激 患者が「重要」と感じる刺激や活動の方が可塑性を引き起こしやすい

8．年齢 若いほど可塑性が起こりやすいが，高齢者でも可能

9．転移 ある種類の学習や経験が，他のスキル習得に影響を与える

10．干渉 ある経験が，別の学習を妨げることがある



損 傷 顕在化 神経発芽 神経移殖

Taub E et al：New treatments in neurorehabilitation founded on basic research . Nat Rev Neurosci. 2002 Mar;3(3):228-36

構造的可塑性の種類



 身体図式の生成には，多種感覚情報による統合(Integration)が重要

身体図式を生成するには？

Takakusaki K：Functional Neuroanatomy for Posture and Gait Control . J Mov Disord. 2017 Jan;10(1):1-17



 下図の感覚分配比によって，ヒトの姿勢定位・身体の動きはコントロールされている

 感覚の分配比は大事だが“重み付けが大きいから” ではなく，環境/状況の中で多感覚を統合できているか？が重要

感覚の重み付け(Sensory Weighting)

金子唯史: 脳卒中の動作分析 臨床推論から治療アプローチまで．医学書院 2018



 運動プログラムは補足運動野/運動前野にて計画されるが，これらは頭頂葉の身体図式の情報を基に生成される

 そのため，効率的な運動をプログラムさせる・してもらうには適切な身体図式の生成が必要

頭頂葉からの身体図式情報
SMA/PMでの運動プログラミング

プログラミングに基づく運動実行

運動のプログラミング

Takakusaki K：Functional Neuroanatomy for Posture and Gait Control . J Mov Disord. 2017 Jan;10(1):1-17



Schepens B et al：Independent and convergent signals from the pontomedullary reticular formation contribute to the control of posture and movement during reaching in the cat . J Neurophysiol. 2004.Oct;92(4)

 姿勢制御は先行性随伴性姿勢調整(APA’s)とも呼ばれ，先行性姿勢制御(pAPA)と随伴性姿勢制御(aAPA)に分類

 pAPAは動作開始に際して先行的に姿勢調整を行い，随意運動とともにaAPAは進行中の運動に姿勢調整を加える

先行性随伴性姿勢調整（Anticipatory Postural Adjustments）
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触れる時に
なにを意識していますか？



感覚入力を目的とした
ハンドリングを目標とします



機能 解説

運動の準備と実行 運動計画と運動スキルの学習において重要な役割を果たす．

この構造は，速度，方向，振幅など，運動の様々な段階での調整に関与．

筋緊張の調整 筋緊張のバランス調整（促通と抑制）に関与．

損傷により，痙縮（過緊張）または弛緩（低緊張）のどちらかが現れる可能性がある．

強化学習 被殻はポジティブな結果やネガティブな結果に反応して，

次にどう行動するか決める役割を果たす．

被殻の機能

運動の準備と実行に対して

 運動開始・終了のタイミングを誘導

 運動の最初や最後の部分をゆっくりと行うこ

とで，患者が適切に筋肉を動員し，運動開始/

終了のコントロールを取りやすくする

筋緊張のバランス調整

 過緊張の場合：持続的で抑制的接触でハンドリング

を行う（ゆっくりと手掌で包むように圧を加える)

 低緊張の場合：速めのタイミングで刺激

（筋腹をタップ，動き出しのサポート）



機能 解説

感覚情報の中継
触覚，圧覚，温度感覚，位置覚などの感覚情報を大脳皮質に送る中継点．

特に深部感覚（位置覚・運動覚）の中継として重要．

感覚と運動の統合 感覚情報をただ伝えるだけでなく，それを運動に活かすように皮質に伝達する．

姿勢制御への関与
姿勢制御においては視覚・前庭・体性感覚の情報を

統合する中心的な役割を果たす．

視床の機能

感覚障害（位置覚障害に対して）

 視覚＋触覚を組み合わせることで，正確な位置

感覚を補完する

 動作中や終点で軽く接触することで，感覚

フィードバックを強調し，動作の認識を促す

感覚-運動統合の障害に対して

 動作中に軽く一定の抵抗を加えることで，

筋出力の調整を学習させる

 過介助を避け，患者自身が動きを調整でき

る余白を残す



機能 解説

随意運動の伝達 運動野（M1）から出た運動指令が脊髄運動ニューロンに届く主要経路

「皮質脊髄路」

姿勢制御の調整 姿勢制御に関与する網様帯系や小脳への投射も放線冠を通過．

抗重力伸展活動・支持反応にも関与「皮質橋路」

感覚系の経路 感覚野への伝道路も放線冠を通過「後索 – 内包経路」

放線冠～内包の機能

随意運動の障害・運動麻痺に対して

 中枢部(肩甲帯・体幹)から誘導を開始し，

遠位（手指）への動きへと繋げていく

姿勢制御の調整障害に対して

 骨盤・体幹へのアプローチを優先的に行い，

姿勢の対称性を整える

 小さな重心移動やリズム運動の中で体幹反

応を引き出す



覚えておいてほしいポイント

「脳科学」と「動き」を

関連させて考える

感覚入力を意識した

ハンドリングを実践する
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